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〇ミッションステートメント（私たちの使命） 

～見逃されてきた課題に向き合い、共に安心と未来を創造する～ 

 

①＜中間組織としての役割＞京都北部地域における革新的な中間組織として、行政や他の先進的

な中間組織等と連携・協働しながら、京都北部の社会的な課題を解決していくことを目指す 

②＜まちづくり推進における役割＞人と人が信頼でつながるネットワークを構築することにより、

丹波・丹後地域のすべての住民がそれぞれの能力に応じ行う地域のための様々な活動を支援する

とともに、地域の見逃されてきた課題に向き合うことで誰もが暮らしやすいまちをつくる 

 

〇ビジョン（実現したい社会） 

すべての人にとっての「暮らしたいまち」の実現 

 

〇コアコンピタンス（私たちの強み） 

①多様な人材と繋がり ②情報発信力（ＩＴ） 

〇クレド（行動指針） 

①他利の精神 ②想像力 ③変革 

〇スローガン 

人×人ネットワーク  

「個」を集結 変革力 変化への適応  

クリエイティブ脳が変革をもたらす   
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2010 年 6月 9日、NPO 法人 京都丹波・丹後ネットワークを設立して以来、①NPO 法人等ネットワーク構

築・活動支援事業、②人づくり事業、③地域デザイン（収益事業）などを軸に、人と人、団体と団体（NPO、

地域、企業、行政、大学など）のネットワークを構築することにより、京都丹波・丹後地域の活性化を

めざし、活動を始めてから今年度で１４年目を迎えました。 

コロナによる影響が次第に落ち着き、ようやく日常が戻るはずが、値上げラッシュが続き、主食である

米までが２倍にまで高騰し、人々の暮らしに大きな影響を与えています。大手企業では初任給が３０万

円を超える一方で、中小零細企業においては賃金の大幅上昇は困難であり、特にパートなどで働くこと

を余儀なくされるひとり親世帯や年金暮らしの高齢者などは日々を生きることが難しい状況にあります。 

このような状況下で、誰のために何が出来るのか、何をすべきかを再度確認しながら事業を考えた一年

だったように思います。 

 

今年度の概要 

国際的な原材料価格の上昇とロシアのウクライナ侵攻、円安などの影響が重なり、物価は食料品のみな

らず、あらゆる生活用品、エネルギーなどに及び、その影響は低所得者ほど大きいのが現状です。特に

主食である米の価格が高騰し、一時はスーパーなどから米が消えるという現象も起こりました。フード

パントリー事業では、どのように米や必要とされる生活用品などを確保・調達するのか、必要としてい

る世帯の把握をどのように行えばよいのかなど、様々な課題に直面しました。また、これまで行ってき

た外国人に対する支援については、福知山市との連携などにより、「多文化交流・多世代交流」の場とし

て、交流の場の創出に力を入れるとともに、今後の多文化共生をどのように推進していけばよいのかを、

福知山公立大学の張先生にアドバイスをいただきながらセミナーなどの実施に繋ぐことができました。

一方、技能実習生等、北部で働く外国人の数が増加し、今後の支援や共生のあり方をどうすべきか、私

たちだけでは解決することのできない大きな課題も見えてきました。企業や様々な部門の行政との連携

は今後必須となり、共に協力しあえる関係作りが急がれます。 

事業の遂行に当たっては、住民や外国人の支援者の方にボランティアやアルバイトとして参加いただけ

たほか、また、福知山社会福祉協議会などに交流の場やフードバンクなどでご協力いただくことができ、

人と繋がる大きな一歩を踏み出せたのではないかと思っています。さらに、農水省や大阪出入国在留管

理局とも一部連携することができ、今後の展開を上手く図っていきたいと思っています。 

 

 

今後の活動 

次年度においては、福知山市との協働事業(委託事業)も最終年度を迎え、行政との連携を形だけに終わ

らせないよう、未来を見据えた事業に育てていきたいと考えています。また、地域をデザインする事業

（情報発信支援）や社会的要因により困難を抱える人たちに対する支援などについても、 “円安等によ

る物価高騰”などを意識した事業継続のあり方を考えながら、増加する外国人の支援や高齢者の介護等

２０２４年度 総括 
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の問題、子どもの貧困問題、障害のある人の環境整備などを地域の課題としてとらえ、地域を中心に行

政や大学、NPO、企業がそれぞれの役割を果たしつつ、一体となって共に支えあう地域づくりを目指して

いけるような支援が出来ればと考えています。 

また、地域（特に過疎地域）の新たな課題である、情報弱者・IT弱者への支援の一環として、IT活用に

よる防災をどのように進めるかなど今後もさらに支援体制を整えていきたいと思っています。このよう

に、どのような分野においても、私たちＮＰＯは「出来ない理由ではなく、どう変われば出来るのか」

を考えられる組織でありたいと思っています。 

 

財政面について 

様々な活動を行うに当たり、やはり大きな課題は財政面（資金の確保）です。ここ数年は人件費の出る

助成事業が増えては来ましたが、その分そのような事業に応募が集中し、採択が難しいことや、法定福

利費を含めた事務所の維持費等の間接経費に対する予算の確保はさらに難しく、事業を継続するために

は収益事業をおこなわざるを得ず、本来のミッションとのバランスをいかにとっていくかについても考

えざるを得ません。また、収益事業となると企業との競合になるため、なかなか難しいのが現状です。 

さらに、小さなしかも指定管理を持たない中間支援の NPO では、行政からの委託事業や補助金などは難

しく、ともすれば行政と競合してしまうこともある中で、民間の助成を受けられるだけの力をつけるこ

と、さらには他団体にも助成金情報を流すだけでなく、提案できるような力をつけることが重要だと思

っています。幸い、一昨年度より 3年間、市の委託事業を受けることが決まっています。 

また、クラウドファンディングなどの新しい資金調達も考えていく必要があると思っています。 

雇用を継続しながら NPO を運営することは確かにとても難しいことですが、その中で生まれる人との

出会いがきっかけとなり、地域に新しい風を

吹かせることが出来るという確かな何かが

見えてきているように思います。 

今年度においても、近畿労働金庫様の笑顔

プラスの寄付先団体を継続していただき、ご

協力を得ながら事業を進めることが出来ま

したこと、そして社会貢献預金（笑顔プラス）

の預金者の皆さまの温かいご支援に感謝し、

地域のために何が出来るか、何が必要かを感

じながらいっそう活動を進めていきたいと

思っています。 
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ＮＰＯ等支援（NPO 法人、自治会、社会福祉法人等） 

 

組織や運営を見直し、それぞれのミッション達成、地域活性化へ 

 

＜概要＞ 

・NPO 等活動団体及び企業、個人事業主等に対する支援事業 

〇活動団体の助成金申請支援 

申請のアイディア、ポイントなどのアドバイス（無償） 

  〇IT 関係の相談・支援 

①パソコン環境の整備（３件 無償） 

②zoom の設定・ライブ配信等支援（１件 無償） 

〇プレゼンター（福知山公立大学） 

 ＮＰＯについて（15,000 円） 

○人・団体・企業・大学・行政等とのネットワークづくり 

内容：フードバンクや外国人支援、防災などの事業を通して、福知山市、福知山社会福祉協議会、

きょうとフードセンター、日本防災士会、農水省、大阪出入国在留管理局、企業など多様な主体

と互いに情報共有、連携していける仕組みづくり、人と人をつなぎ新たな支援の創出などを行っ

ている。 

・災害時連携ＮＰＯ等ネットワーク実行委員会メンバーとしての活動  

活動趣旨 

近年京都府でも増加傾向にある自然災害による被害に対応し、NPO 等が有する高度な専門性や豊富な

現場経験を活かし、被災地で個別具体的かつ中長期的な復興支援活動ができる連絡・派遣の仕組み

「災害時連携ＮＰＯ等ネットワーク」の設立及び充実を図る。 

活動内容 

2024 年度は幸いにも京都府内では大きな災害は無かったが、正月の能登半島及び 9 月の奥能登

豪雨など、全国的には大きな被害が出て防災や避難所運営など課題が山積みであることも確認

できた年であった。 

10 月 26 日には能登半島の災害から学ぶ講座として、府民の防災意識の向上を図るとともに、災

害に備えて平時からのネットワーク構築を目指すべく、特別な配慮(スペシャルニーズ)が必要な

方々に対する、災害時の課題・支援について基調報告をいただき、その後、大学・NPO・福祉、

それぞれの立場で災害の被災地において支援に携わった人々をお招きして、パネルディスカッ

NPO 等団体活動支援事業 



7 

 

シンポジウムの様子２ 

ションを行った。2月 22日には京都経済センターにて防災と防犯の専門家から講演をいただく

とともに、被災地では、具体的にどのようなトラブルが発生しているのか、それを乗り越える

ためにどのように対処すれば良いのか、その際のこころの持ち方について専門家を交えて学ん

だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題と成果 

今年度は能登半島地震及び奥能登豪雨が発生し、避難の在り方やその後の犯罪の防ぎ方など多くの

学びの機会を得る事が出来、これから地域にどのように活かしてかを考えるきっかけとなった。 

 

・その他支援事業 

○Web ページ及び Facebook ページによる情報発信 

• HP の内容：新事業や事業報告、事業計画などの基本事項、ＮＰＯ関連の法改正等を掲載 

☆HPアドレス：http://www.kyoto-tantan.net/ 

• Facebook ページの内容：ＮＰＯ主催のイベント案内と報告、支援 NPO の情報など日々の話題を中心

に情報発信 

☆FBページアドレス：https://www.facebook.com/kyototantan  

 

 

支援事業全体を通して 

事業成果： 

 当初京都府の受託事業という形で財源を得て行ってきた中間支援事業であるが、時代の要請と共に企

シンポジウムの様子１ 
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画内容の提案やネットワークづくり、コーディネートなどハブ的機能を主体としたものに変わってき

た。また、ＮＰＯと行政、企業のあり方も以前とは変わってきており、競合する部分や目指すものア

プローチの仕方などのギャップが増え、競争力の問題と共に、役割そのものもさらに変わっていかざ

るを得ない状況にある。今後資金調達の手段として民間の助成金を得るうえでも事業を継続して行う

うえでも、NPO として信用を得るための組織診断・組織改革は必須となり、支援事業の重要性は増し

てきているように思う。 

 また、法改正などに伴う実務を理解されていない NPO 法人も少なくないため、HP などを通して改正

のポイントや実務などを掲載するとともに、相談があれば応じるようにしている。 

 引き続き、府やパートナーシップセンターなど行政機関が行う支援と役割を明確に分け、地域で重要

な活動をされている NPO（自治会なども含む）や社会福祉法人などが十分力を発揮できるよう、受益

者である市民を意識した支援及び連携・協力を行っていきたい。 

反省点、改善可能な点、課題など： 

 ここ数年の同様の課題ではあるが、NPO 等支援予算が立てられない中で、今までの支援をどのように

継続していくか、また、これから必要とされる支援をいかに早く察知して実効性あるものにできるか

が大きな課題だと考えている。その中で、NPO などの支援については特に情報発信、助成金・給付金

申請、分析、コーディネートに力を注ぎ、さらには非営利組織の評価を意識した事業展開を考えてい

く必要がある。それでも見過ごされている課題に対しては、京都北部（とりわけ福知山）の未来にと

って必要な事業を自ら創り出すことも考えていかねばならない。その中で、同じ地域の活動団体、Ｎ

ＰＯ法人はもちろんのこと、ＮＰＯ同士の連携やＮＰＯ法人のさらなるレベルアップを目指したい。 
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収益事業 

① 収入：170,932 円 

②契約名：ホームページ保守・管理業務委託契約（舞鶴市） 

 契約金：22,000 円（２０２３年度分） 

 受託期間：２０２４年２月～２０２５年３月まで 

非収益事業 

①事業名：多様な世代・性で支え合う持続可能な過疎地域におけるデジタルコミュニティの創造（安

心安全なデジタル環境づくり助成プログラム TIS×日本 NPO センター協働事業） 

予算（助成額）： 1,985,590 円 

受託期間：２０２３年１０月～２０２４年９月（前年度からの継続事業） 

１ 事業の趣旨・特徴 

＜事業への想い＞ 

地域（企業）情報やコンテンツをデザインし、京都北部の情報発信力を高め、魅力ある発信を行うこと

により、住みやすい地域をつくり、地域経済の活性化を促す。 

さらに、地域と団体、企業等をつなぎ、コーディネートすることにより、京都北部が一体となった活性

化を進める支援を行う。 

 

＜事業背景＞ 

【京都北部の課題と事業の背景】 

・京都北部は海と山を兼ね備えた素晴らしい地域であるが、地域をデザインする能力、発信する能力の

不足などから、地域自体もその魅力をどのように活かせばよいのかわからず、京都北部の魅力を伝えき

れていない。 

また、企業においては中小零細企業が中心であるため、せっかく情報発信ツールとしてのＨＰを持って

いても、活用・更新されていない、スマホ対応されていないなど、現状に即さないものが多く見受けら

れ、新たな顧客の獲得や有能な人材の確保、他地域への魅力発信がうまくなされていない。 

とりわけ、NPO にあっては HP などの情報発信手段を持たないところも多く、素晴らしい活動をしていて

も、それを利用者などに知ってもらえないケースが数多く見受けられる。 

今回、助成金を得て実施する事業については、過疎地域ではデジタル難民が増加している一方で、過疎

地域だからこそデジタルが必要となる時代が近い将来訪れることに鑑み、持続可能なデジタル活用を推

進していく必要性があるとの思いから応募したものである。 

２ 事業の概要等 

情報発信・ネット環境等支援事業 
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地元企業・団体応援のためのトータルデザイン 

【特徴】 

ＨＰやＳＮＳをそれぞれの特徴を生かし、うまく活用することで、団体の活動内容や魅力を発信、ある

いは企業の顧客獲得、人材確保等につなげるよう、①コンテンツの内容（何を誰に何のために発信した

いのかなど） ②更新のしやすさ ③ＳＮＳとの連動 ④スマホ対応 ⑤魅力あるデザインを考えて、

利用者・顧客目線のＨＰや FBページ、ロゴ等を作成 

 

【収益事業年度実績】 

〇HP作成・サポート・保守…4団体（49,560 円） 

〇ホームページ保守・管理業務（舞鶴市）…（22,000 円） 

〇HP・フェイスブックページ更新指導・補助…4件（無償） 

○名刺・封筒（年間サポート含む）…1企業 115,852 円 １事業主（4,000 円） 

〇絵葉書販売…綾部商工会議所（1,520 円） 

〇米販売に関する情報発信（1,620 円） 

合計 194,552 円 

 

【非収益事業】 

〇地域における ICT 推進者の養成 

方法：地域の中に多様な性・世代の ICT 推進者数名を、講座等を通して養成する。 

対象地域：中六人部地域 

内容： 

（講座及びアンケート・ワークショップ） 

・第五回 Google WorkSpace を使ってみよう！！② 

・第六回 Google WorkSpace のカレンダーを使ってみよう 

中六人部においての活用を見越して、地域づくり協議会・防災などに分けてカレンダーを作成する

イメージで実践練習 

・住民向け講座 福知山 KENPOS の使い方 

・第七回 Google Form を使う 

アンケートやイベントの申込みに使用できるように作成方法等を学んだ。 

・第八回 Google Form を使う 

実際に住民に対してGoogle Formを使ってアンケートやイベントの申し込みに使用してみた。また、

HP やカレンダー、アンケート、イベントの案内、申し込みなど一連の活用実践を行った。 

・第九回 

これまでに分かりにくかったところ、ぜひ聴いてみたいことなどの振り返りと共に、今後実践して

いくうえでのアドバイス等を行った。 

 ・地域の人向けアンケート（デジタルと紙ベース、聞き取りをミックスで） 

 

＜写真等＞ 
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住民向け講座の様子 ICT 推進者養成講座の様子 レジュメの一部分 

 

３ 事業体制 

運営スタッフ（常勤）…2名 

ＩＴスタッフ（非常勤）…１名 

４ 事業の成果と課題 

予定していた新規のホームページ作製は延期になったが、既存のホームページ更新作業などの支援を行

ってきた。また昨年度末から舞鶴市のホームページ保守・管理業務の委託を受けている。 

地域における ICT 推進者の養成については、地域の特性に応じた講座となったため、今後も機会があれ

ば実施していきたい。 

コロナ禍以降での情報発信としてＺＯＯＭとＹｏｕＴｕｂｅによる中継やアーカイブなど新たな情報発

信方法も求められてきており、情報発信のあり方が変わってきている事にも対応していきたい。 
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貧困世帯サポート事業・多文化共生事業関連  

事業名：①制度の狭間で生活に困窮する人たちのためのフードパントリーと相談・支援事業（赤い羽根）

２０２４年８月～２０２５年３月 ②物価高騰対策緊急生活支援事業（京都府社協）～２０２５年３月

（ただし、契約が終わっていればよい） 

③ブックサンタ事業（ＮＰＯ法人チャリティ・サンタ様との協働事業）２０２４年１２月 ③株式会社

さとう様からの継続ご寄附・おてらおやつクラブへの登録による継続ご寄附  

助成金額等：①420,000 円 ②425,000 円 ③チャリティ・サンタ様をとおしてクリスマス時に絵本等 50

冊を寄附していただき、ひとり親家庭等に配布 ④株式会社さとう様からは２０２４年１月１５日より

毎週月曜日にバザールタウンで受け渡し おてらおやつクラブは不定期に全国の様々なお寺様よりご寄

附 

※ 地元社協や地域の人たちからの食料、生活用品等の寄附あり 

１ 事業の趣旨 

＜背景＞ 

コロナ感染の影響と円安等により物価が上昇し、ひとり親家庭、高齢者や外国人等、社会的弱者がさら

に追い詰められている実情がある。また、公的支援の狭間で支援の受けられない家庭が多いことも分か

ってきた。 

また、ひとり親家庭等のなかには子どもたちに好きな本（絵本）を買ってあげられない家庭もあり、自

分だけの本を持ったことのない子どもたちがたくさんいることも分かった。 

一方で、京都北部・兵庫北部において「フードバンク」として登録している団体等が当 NPO を除き一つ

もないことが分かり、今後支援の必要な家庭が増加することを考えると、支援体制の構築は喫緊の課題

であると思われる。 

＜目的＞ 

①見守りや傾聴を必要とする高齢者やひとり親家庭、外国人（外国にルーツを持つ子どものある家庭を

含む）等に定期的に食料を届けると共に、近況等を傾聴し、場合によっては課題を引き出し、支援を行

う。また、一方的な支援にとどまらず、高齢者の知恵やそれぞれの国の知恵等を教えてもらい、互いに

協力し合える社会を目指す。 

②コロナ禍で大変な思いをしている子どもたちや、生まれた環境のせいで自分だけの本を持ったことの

ない子どもたちに笑顔を届ける。 

③企業や他団体との連携により、継続的な支援を可能にする。 

④フードバンクの活用から学習支援や生活課題、孤独・孤立対策など様々な支援に繋げる。 

 

継続型フードパントリー・ブックパントリー事業 

～制度の狭間で生きる人へのサポート～ 
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２ 事業の概要等 

＜事業の内容＞ 

地域の企業や農家、個人などに SNS、HP 等により広く協力を依頼し、米、乾物、野菜などを寄付してい

ただき、必要としている家庭や個人に継続配布し、傾聴等により孤立を防ぐとともに、各家庭、個人が

抱える様々な課題解決に繋げる。今年度からは株式会社さとう様との連携及びおてらおやつクラブへの

登録など、企業や他団体と繋がることにより、安定的な継続支援に繋げている。 

生活用品のほか、チャリティ・サンタ様との連携により絵本や児童書なども寄付の対象とする。 

農林水産省近畿農政局主催のフードバンク情報交換会に参加し、株式会社さとう様との連携に繋がる。 

対象者は、次のとおり 

• 支援を必要とする外国人（外国にルーツを持つ子どものある家庭を含む） 

• ひとり親家庭、子どもの多い世帯、発達障害などの課題を抱える親子 

• 困難な状況を抱える失業者・高齢者・障害者、孤立・孤独につながるおひとり様など 

 

＜今年度の寄付及び配布等＞ 

寄付について…個人 社協 おてらおやつくらぶ＆地元の寺 企業（株式会社さとう） 若手農業者 き

ょうとフードセンターなど 

配布先…２４家庭６７名（緊急支援含む） 

※継続支援の家庭には、原則１か月に１回程度傾聴・見守りも兼ねて支援を実施 

なお、②の京都府社会福祉協議会の事業については、３月中に株式会社さとう様との契約を締結 

３ 事業体制 

運営スタッフ（常勤）…2名 （ボランティア）…４名 

＜連携・協力＞ 

農林水産省近畿農政局、福知山市社会福祉協議会、きょうとフードセンター、ＮＰＯ法人チャリティ・

サンタ、株式会社さとう、ＮＰＯ法人おてらおやつくらぶなど 

４ 事業の成果と課題、傾向 

〇寄付していただいた食料等を配布するだけでは、本当に必要としているもの（ニーズ）とにギャップ

があることも多く、昨年度に引き続き助成（補助）事業を活用してリクエストに応じた食料や生活用品

を配布した。 

〇地元スーパー（さとう様）をはじめ、市民の方や福知山市社会福祉協議会、きょうとフードセンター、

おてらおやつクラブ等から米、パスタ、缶詰、レトルト食品、ラーメン、調味料、野菜等たくさんのご

寄附をいただいた。 

〇フィリピン等をルーツに持つ子どものいる家庭、ひとり親家庭、独居の高齢者、孤独・孤立しがちな

単身世帯などに、寄附していただいた米等を配布。（継続配布…１３家庭、緊急配布…１１家庭 ブック
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サンタの活動として５０人の子どもたちに絵本等を配布 また、子ども食堂をされている３団体に絵本

を寄付） 

〇傾向としては、昨年に引き続き失業中の独身者からの依頼あり。失業等短期間の支援が増加。これま

で何とか生活できていた人が困難な状況を訴えるようになってきている。 

〇今年度においては、福知山市社協の呼びかけにより、市内の子ども食堂等が一堂に集まり情報交換す

る機会を得ることができた。今後、連携しながら寄付の品をどのように活用していくかを検討したい。 

〇フードバンクの活動については、今年度も近畿農政局のフードバンク情報交換会が開催され、様々な

情報交換を行うことができた。その中で、フードバンク・フードパントリー事業において人件費を支給

できるシステムが少ないことは今後の事業継続を難しくしていると感じた。 

〇フードバンク事業の課題としては、今後のコロナや円安等の状況がどのように変化し、それに対応で

きるだけの供給や支援体制が取れるかどうかということ。多様な課題解決のために、連携先を広げてい

くこと。特に今年度においては米の価格高騰が凄まじく、一方で寄付が減るなどの問題が起きている。 

〇連携についての課題としては、株式会社さとう様よりの寄付について、現在１店舗のみからの寄付で

あるが、福知山市の全店舗からの寄付が可能である旨、連絡をいただいていることに対して、寄付の品

を置くスペースの問題や配布するための人員の不足、情報の不足などがある。 

 

＜写真＞ 

   

株式会社さとう様から きょうとフードセンターから おてらおやつくらぶ様から 

 

 

 

貧困世帯サポート事業 支援物資の受け取り 株式会社さとう様から 
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事業名：①福知山市提案型公共サービス民営化制度～福知山市国際交流事業運営業務～（福知山市委託

事業）２０２４年～２０２５年３月 ②外国ルーツの親子と地域住民が互いを知り理解することから始

める共生事業（中央共同募金会助成）２０２３年１０月～２０２４年９月（前年度からの継続） ③多

文化交流会の開催事業（福知山市共同募金事業）２０２４年４月１日～２０２５年３月３０日 

予算額： ①1,705,000 円 ②700,000 円 ③145,000 円 

※多文化共生事業は、皆様からのご寄附により、中央共同募金 外国にルーツがある人々への支援活動応援助成事業の助

成を受けて活動しています  

１ 事業の趣旨 

＜活動（事業）に取り組む背景＞ 

外国人、外国ルーツの人たちが抱える課題は、コロナ禍と円安の影響等によりますます深刻で複雑なも

のになってきており、今後増加が見込まれる外国ルーツの人々を継続的包括的に支援していくためには、

多様な人、組織との連携及び地域住民等の理解が必要である。また、2027 年度には技能実習制度が廃止

され、育成就労制度が開始されることに伴い、企業側の受け入れ態勢の強化と共に地域においても外国

人労働者が家族と共に暮らすことを想定したうえで、誰にとっても暮らしやすい地域、選ばれる地域に

していく必要があります。 

 

＜活動の目的と課題＞ 

○目的 

外国にルーツのある人がそれによって差別を受けることなく、安心して安全に暮らせる地域にすること。

他の住民との関わりにおいて、言語や文化等の違いが壁ではなく強みや誇りになり、互いが協力し合え

るような地域にしていくこと。多文化共生社会の実現をまちづくりの一環として考え、その実現のため

の仕組みづくりを行うこと。 

コロナ禍において、外国籍、外国ルーツのある人などが孤立することを防ぎ、経済的にも精神的にも困

窮することのないよう緊急的な支援を行うこと。外国人が働きやすい、暮らしやすい地域として選ばれ

るための環境づくり。 

○課題 

 コロナ禍における居場所・相談の機会を創る 

 地域で暮らす様々な人たちとの交流の場を創る 

 貧困による教育の遅れ、食・病等の不安、情報、生活の様々な場面での支援（救急車を呼ぶ、警察に

連絡、銀行、病院など）、自然災害の際の対応への支援 

 多様な人が支える、多角的・総合的・長期的な支援体制の確立 

 選ばれる企業・地域にするための環境づくり 

 多文化共生社会の実現 

多文化共生事業 
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２ 事業の概要等 

＜交流の場づくり＞ 

福知山ドッコイセまつり 

〇盆踊りの練習（参加者４名） 

〇盆踊り本番 8 月 15 日 

参加者：１１名（うち外国人５名） 

盆踊りに「外国人連」として参加 

途中で観光に来ていた外国人女性も参加してくれる 

＜振り返り＞ 

来年はプラカードをつくり、多くの外国人や支援者に参加していただけるよう呼びかけたい。 

＜写真等＞ 

  

 

チラシ チラシ（英語版） 練習風景 

   

踊りの様子 踊りの様子 集合写真 

 

ディキャンプ 

日時：8 月 25 日（日） 13：30～20：00 

参加者数：６７名（うち中学生以下の子供：１７名 高校生・大学生：６名 地元住民：数名 
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参加者国籍・ルーツ：日本、アメリカ、アイルランド、ブラジル、フィリピン、インドネシア、ネパー

ル、ベトナム） 

属性：日本への移住者（夫婦どちらかが外国籍）、外国ルーツの子どもたち、留学生、技能実習生、留学

生 

＜概要＞ 

• 外国人、外国ルーツの子どもたちと住民などが一緒にキャンプを行う中で、言葉の壁や文化の壁を

乗り越えて交流し、これをきっかけに新たなコミュニティが構築できるような場になるよう、様々

な工夫を行った。 

• 外国人の多くが車の免許を持っていないことから、交通手段のない人に対してはレンタカーで対応。 

• 駅を待ち合わせ場所として、今回は成美高校の留学生を前田でピックアップ 

• 開会にあたり、皆で準備をして皆で片づけることを伝えて午後 3 時までは自由時間としたが、午後

２時過ぎには雷を伴った大雨となり、川遊びをしていた人たちには危険なので直ぐに上がってもら

った。 

• その後、体育館の横の屋根の下で最初に言ったように皆でＢＢＱの準備を始める。 

• 地元の野菜や肉、焼きそば、そして地元の美味しいお米を楽しんだ。 

• その後、花火や体育館での遊びを楽しんだ後、２０時解散。 

 

＜振り返り＞ 

• 全体的にはとても好評で、来年もぜひという声が多かった。 

• 最初に皆で準備して皆で片づけることを伝えたので、最後の片付けまで作業をしてくれた。共に準

備して共に片づけることから始め、今後は企画なども共に行えるようにしていきたい。 

• 子どもたちも、サポートメンバーがシャボン玉や竹灯籠を準備してくれたので退屈することなく遊

んでいた。 

• 実施場所である旧かわい小学校でアートなどを行っている京都工芸大学の学生が参加してくれ、準

備や支援等も積極的に行なってくれたことで、よりスムーズに実施出来た。 

• 最後の花火は、大人も子供も広い場所で思い切り楽しんでくれた 

• 送迎をすることで、留学生や車の無い人、日本の免許のない人も参加することができた 

 

＜参加者の感想・様子等＞ 

• バーベキューや体育館、川遊び、学校内探検など、それぞれがそれぞれの「楽しかった」を見つけ

てくれ、皆大満足の様子だった。 

• 特に子どもたちは国の違いなど関係なく誰とでも一緒に遊んでいた。この経験が、どこの国でも通

用する国際人に繋がっていくと感じた。 

• 皆で作業することにより、英語や日本語など多様な言語でコミュニケーションを楽しんだ。 

 

ＳＮＳより 

スタッフ 近藤美紀さん 

Tan Tan international Day camp�  
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We don't even remember everyone's names  

but grownups watch kids and play together, 

cook together, clean up together.  

I'm happy to be a part of it. 😊 

 

株式会社かわい 土佐祐司 

NPO 丹波丹後ネットワークによる多文化共生ディキャンプ 

スコールに見舞われましたが、何のその❗ 

ごちゃまぜ交流会は大盛況です。 

今日の小学校はたくさんの言語が飛び交っています。 

京都府立大学のフィールドワークの学生さん達も午前中に民宿あぶらやさんを見学しました。 

たまたまオーストラリアのカップルが宿泊されており、英語で会話していました。また午後からのディ

キャンプも英語を駆使してコミュニケーションを計っていました。 

 

＜写真等＞ 

   

子どもたちは川遊び ＢＢＱ① ＢＢＱ② 

   

花火 最後の楽しみはマシュマロ みんなで集合写真 

 

カレンさんとハロハロ交流会 

9 月２９日（日）14：00～ 

10：00 集合 準備（カレンチームは自宅でハロハロの材料を準備） 

１４：００開始 カレンさんの hello!トーク（秘書広報課宇都宮さんとのトーク） 

福知山高校中学部のみなさんによるプレゼン 
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１５：００ フィリピンのかき氷スイーツハロハロを一緒に作って食べよう！ 

参加者：29 名+スタッフ９名+ゲストスピーカー（カレン） 

うち、中学生７名、高校生３名、外国人８名 

＜振り返り＞ 

秘書広報課との初めての合同イベントであり、役割分担などでうまくいかない部分もあったが、連携の

きっかけになったことは大きな収穫である。 

中学生や高校生が参加してくれ、真剣に多文化共生に取組もうとしてくれている様子はとても頼もしく

感じた。 

また、これまで裏方の存在であったフィリピンのカレン以外のメンバーの方が、このような企画をきっ

かけに徐々に助け合える関係になってきたことは大きな収穫である。 

   

中学生たちの研究発表 カレンさんの講義 会場の様子 

   

ハロハロの説明をするカレンさん 素敵な PILIPINA 高校生からインタビュー 

 

 

 

宇都宮さん×カレンさん 英語版チラシ バナー 
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お寺で国際カラオケ大会 

日時：１１月１０日（日）１３時から１７時半頃まで 

場所：正眼寺 

参加者：２０名（フィリピン７名、アメリカ３名、ベトナム２名、日本３名）+１５名（マーベラス）+

５名（スタッフ等） 

＜タイムスケジュール＞ 

１０時から準備 

１３：００～マーベラスによる生演奏 

１３：４５～カラオケ開始（まずは全員で歌える we are the world から） 

１７：３０頃終了・片付け 

＜振り返り＞ 

• 正眼寺の四方住職に音響・照明・舞台設定などをしていただき、とても素晴らしい舞台になった 

• マーベラスによる生演奏でまずは会場を盛り上げていただいた 

• 参加してくれた外国人全員がとても楽しかった、またやってほしいとの感想 

• 先日三段池で行われた防災イベントに参加されていたベトナム人の二人が、小西元副市長と来てく

れた 

• 交流の場で、日本人と外国人が繋がること以上に、外国人と外国人が繋がることが異国で暮らすた

めにはとても重要である（同一言語での情報共有など） 

• 正眼寺の場所が分かりにくくたどりつくのが大変だったことと、駐車場スペースが少なく、交通手

段については今後再考を要する 

＜写真等＞ 

   

マーベラスの演奏からスタート 音響と証明はプロに みんなで we are the world 

  
 

熱唱 最後まで残ったみんなで チラシ 
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2024 国際スポーツ交流会 

日時：11 月１７日（日） 

参加者 １５名（ベトナム２名 フィリピン１名 中国２名 アメリカ３名 ボリビア２名 その他１

名） 

場所：桃映地域体育館 

概要：ボッチャ、ダーツ、輪投げを実施 

２名ずつのチームを組んで対戦 

＜振り返り＞ 

• 駐車場もあり、比較的行きやすい場所であるが、当日は雨だったため、自転車などで来た人にとっ

ては大変だったと思う。 

• 様々な国からの参加であったが、スペイン語やベトナム語、英語などの二か国語を話せる人が多く、

それぞれが通訳してくれるなど助け合って実施できた。 

＜写真等＞ 

  

 

初めてのボッチャ 輪投げ うまく投げられるかな？ 

  

 

チラシ チラシ（英語版）  

 

クリスマスイベント 

日時：12 月１５日（日）13：00～16：00 
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参加者：３３名（うちミャンマー３名 ドイツ１名 ベトナム３名 アメリカ２名 カナダ１名 ボリ

ビア１名 子供 10 名 大学生５名） 

タイムスケジュール： 

１１時 準備 

１３時 ギター演奏（silent night） 

１３時半 ゲーム① 外国人の好きなものを絵にかいて当てるゲームと逆パターン 

１４時 世界の料理を楽しもう＆おしゃべりタイム 

１５時 ゲーム② リーダー探しゲーム＆写真撮影 

１５時４５分 みんなでお片付け 

 

振り返り： 

 少し場所が狭く、全員が入れるのかを心配したが、一体感がありよかった。 

 駐車場については、近くで長時間止まられるスペースが少なく、荷物の搬入・搬出には苦労した。 

 全員で準備をして全員で片づけるというルールのもとに実施したが、ほとんどの参加者が出来るこ

とをしてくれた。 

 料理はキミ（ブラジルのクリスマスの定番菓子であるパネトーネ、ボリビアの料理サルティーニャ）

メアリー（リンゴとレーズンのパンプディング）、カレン（焼きビーフン、マカロニスープ、マシュ

マロウインナー）、高木さん（具だくさんいなり）を作って持ってきてくれた。 

 ゲームはメアリーが考えてくれ、好評だった。 

 当日風邪で欠席になった人が数人いた。 

写真等： 

   

みんなでゲーム 世界の料理を楽しもう みんなでパチリ 

   

ブラジルのパネトーネ 絵本のプレゼント チラシ 
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多文化交流会～日本のひな祭りを楽しもう～ 
日時：３月２日（日）13：00～ 

参加者：２９人（内訳：成美高校留学生３人 技能実習生２人 子供７人 支援者３人   

議員２人 京都新聞記者 ラサンカなど） 

参加者全員でひな人形を飾り、一緒に写真を撮影。ボリビア料理、フィリピン料理、ちらし

ずし、クレープ、甘酒などを作って英語やベトナム語などを交えながらおしゃべりを楽しん

だ。 

振り返り： 

 ひな人形は組み立てが難しく、結構時間がかかったが、参加者が（子供たちも）協力し

て飾ってくれた。ひな人形と一緒に写真を撮るのはとても嬉しそうだった。 

 料理はみんなで一緒にと思っていたが、ひな人形の飾りつけに時間がとられ、担当して

くれた人たちに負担をかけてしまった。 

 どれもとてもおいしくて、残った料理も全部持ち帰ってくれた。 

 市会議員の一人が議員だよりの表紙にしたいと取材に来ていた。また、京都新聞とラサ

ンカからも取材に来てくれていた。 

＜写真＞ 

 

 

 

 

お雛様の前で アドボづくり 京都新聞記事 チラシ 

 

＜体験座談会と文化講座＞ 

〇体験談＆ワークショップ① 

日時：７月２８日（日）13：00～ 

参加者：１０名（うち子ども３名） 

福知山場内の会議室で実施 

職場での困りごと等を共有 

予想に反して困りごとの多くが同僚からの妬みによるものであるとのお話し 

 

体験談＆ワークショップ② 

日時：９月５日（木）13：30～ 

参加者：６名（うち外国から日本へ２名、日本から外国へ１名、外国へ行く予定１名） 

概要：出身国の違いによるビザ申請等手続き、子どもの学校の受け入れ体制の問題、言語の問題等を話

し合った。 

また、様々な事情で学校に行けない、児童相談所に送られるなどの問題に対して、何が出来るかなどに

ついても話し合った。 
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体験談＆ワークショップ③ 

日時：９月１２日（木）15：30～ 

参加者：6 名（フィリピン 2 名 アメリカ 1 名） 

日本人と結婚し、家に入ることの難しさ（夫の両親などとの関係・浮気など）や離婚した後の生活、子

育てなどについてそれぞれの体験を聴き、気持ちの持ちようや法的支援（たとえば子どもの大学進学に

係る学費免除など）について話し合った。 

少人数で実施することにより、本音を言い合えたことは良かった。 

誰かに話すことによって、新たな知恵も生まれるし、心の奥にあった思いを吐き出すことで、気持ちの

整理も着くのではと感じた。 

小さなまちだからこそ、このような場を設けることは大切だと感じた。 

また、今回はお寺の本堂を貸していただき、新たな文化にも触れられたと好評であった。 

 

文化講座① アイルランド編 カハル 

日時：９月１３日（金）13：30～ 

参加者：１４名（子ども３名含む） 場所：オークツリー英語教室 

アイルランドの食や文化、盛んな産業・スポーツなどの他、イングランドによる植民地化とそれによる

宗教や言語（アイルランド語）への影響など、歴史的背景についても知ることが出来た。 

子どもたちの参加に合わせてゲームなども取り入れてくれ、楽しい時間を過ごすことが出来た。 

 

文化講座② アメリカ ウィスコンシン州編 メアリー野口 

日時」９月１５日（日）13：30～ 

参加者：１４名 場所：市民交流プラザ福知山 

メアリーの生まれ育ったシボイガンの気候や日々の生活、食、祭り、言葉（方言）、教会、街並みなどに

ついて簡単な英語で話していただいた。冬は－２５度くらいまで気温が下がることやドイツ系移民が多

く、ソーセージやビールで家族のＢＢＱを頻繁に行うことなどが印象に残った。 

 

文化講座③ カナダ編 フェイス  

日時：９月２３日（月）10：30～ 場所：オークツリー英語教室 

参加者：１８名（うち子ども４名、外国人３名） 

カナダと日本の比較（面積・人口・気候など）、カナダの紙幣（プラスティック）であること、Top locations 

産業、遊び、暮らし、スポーツ等についてお話しいただいた。彼女の出身地は Chilliwack であり、美し

い山と自然に囲まれハイキングや乗馬、マウンテンバイク、キャンプ、釣り、ゴルフなどのアウトドア

アクティビティが楽しめる。コーン畑にある巨大迷路も有名。ゲームなどを交え、子どもたちも楽しめ

る工夫をしていただいた。 

 

＜体験談ワーク・文化講座の写真等＞ 
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体験談ワーク（正眼寺にて） 文化講座（アイルランド） 文化講座（アメリカ） 

 

  

文化講座（カナダ） 座談会ちらし 文化講座ちらし 

 

＜セミナー・講座等＞ 

市民及び行政職員、企業などに多文化共生社会を理解し、今後のまちづくり、地域づくりに役立てても

らうための取組み 

外国人も活躍できるまちづくり 

日時：７月２３日 １８：００～２０：１５ 

参加者：30 名（福知山市役所職員 10 名、福知山高校付属中学 7 名+引率の先生、その他外国人・企業・

議員等４名、講師 1 名、パネラー3 名、スタッフ４名） 

講師：張明軍氏 

パネラー：アヒドラワン（フィリピン）福祉施設にれの木、ドティタム（ベトナム）長田野、カレン（フ

ィリピン）英語講師・外国人支援者 

第一部 講演：外国人も働きやすいまちづくり 

第二部 パネルディスカッション：私たち困っています。 

 

マズローの基本的欲求階層図と異文化感受性発達モデルの合成モデルを用いて異文化感受性の発達によ
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る基本的欲求の形成モデルを作成し分析 

または、観光まちづくりにおける外国人住民の自発的貢献意欲を豊岡市の調査により分析するなどによ

り、多文化共生まちづくりのために必要な施策等を導き出す等、これまでにない手法でお話をいただい

た。 

さらには、パネルディスカッションでの発言を異文化感受性の発達による基本的欲求の形成モデルに当

てはめることで講義内容を分かりやすく説明していただいた。 

＜写真等＞ 

 

  

チラシ 参加者 張先生による講演 

  
 

パネルディスカッション パネルディスカッション レジュメの一部 

 

＜アンケート＞ 

回答率は１４／２２ 

中学生の回答率が高い 

講演の感想としては 

• イベント等外国人参加者の固定化の課題 

• 観光まちづくりへの外国人の参加を促進できる環境 

• 諸外国における外国人への支援実態は？など 

パネルディスカッションの感想としては 

• 生の声を聴く機会があり参考になったという声が多かった 

• “認められること”（承認欲求が満たされること）が大切 

• 言語の壁が様々なところに影響を及ぼしている（就職先・案内・医療などなど） 
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• ゴミの分別の難しさと間違っていたときなどの周囲の人の対応によってネガティブになったりポジ

ティブに感じたりできる 

それぞれに出来ること 

• 議会で取り上げる 

• 探究活動に活かす（中学生） 

• コミュニケーションを取る 

• 理解を深める努力 

• 現状把握（支援・課題など） 

 

外国人と考える防災講座 
日時：２月１３日（木）18：00～19：30 

講師：大門 大朗氏（福知山公立大学准教授） 

場所：ハピネス福知山 3 階会議室２ 

参加者：９名+スタッフ４名＋講師（属性…外国人１名、防災士、看護師、行政職員） 

外国での主流は「防災（意識）（行動）」や「避難」という言葉をどうとらえるか？ どの

ような行動をとるのか？対象者はだれなのか？など、日本と外国の大前提、行動などの違い

を学び、日本の防災が見落としているところや日本で暮らす外国人が災害にあった時の意識

などを考え、今後の防災に生かす必要がある。 

 

＜写真など＞ 

 

  

みんな熱心に耳を傾ける メアリーさんと Q＆A チラシ 

 

＜アンケート集計＞ 
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＜振り返り＞ 

今回は行政職員向けということで公立大学の大門先生にお話しいただいた。 

テーマを「外国人と考える防災講座」としたことで、外国の方の話がたくさん聞けるのでは

と思わせてしまったところもあったかと思う。 

外国と日本の捉え方の違いなどから、単にやさしい言葉や多言語で防災を考えるのでは足り

ず、文化的・社会的背景なども考えながら外国人と共に生きる防災を考えていく必要がある

と思った。 

外国人とともに防災を考えるにはどのような場を作っていけばよいのか、これをきっかけに

様々な議論が必要になると思う。 

 

外国人市民とともに創る地域の未来～支援から共創へ～ 
日時：３月 16 日（日）14：00～16：00 

参加者：現地 19 人（内訳：技能実習生２人 外国人３人 外国ルーツの家庭１家庭など）

zoom２人（教師１人 議員１人）録画視聴 

概要：福知山公立大学張先生の講演及びワークショップ 

＜講演＞ 

外国人市民とともに創る地域の未来～支援から共創へ～ 

福知山市における現状と増加するであろう外国人住民に対して、今後は「支援」だけではな

く、「共創」こそが重要である。外国人の来日目的も観光や留学、技能実習生、結婚など様々

であり、特に今後は家族での定住増加が考えられるが、そのためには生活環境の整備、教育・

外国人と考える防災講座感想シート集計（参加者９名）

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

8 1

理解できた ある程度理解 どちらでもない あまりできない 理解できない

8 1

長い やや長い ちょうどよい やや短い 短い

1 8

とてもためになっておもしろかった。いろんな視点から「防災」を考えないといけないなと

思った。

視点を変えて考えることは重要です。

外国人の方々が多数参加されて、わからないことや困っていることをたくさん聞かせていただ

けるものと思っていました。

切り口がとても良かったです。（文化的差異は目からうろこでした）

「避難して」と言ってもその解釈やイメージがわかないことで困難になっている」と具体的に

知ることができた。

1

2

3

4 意見・要望

時間

理解度

（理由及び感想）

（理由及び感想）

今回の講座について

地震等の被災地に大雨や大雪など被災が重複することが多く、何故なのかと思っています。

避難されない方にどう意識を持ってもらうか、最も難しいことだと思っています。

いろいろ参考になりました。ありがとうございました。

私たちの防災の前提と外国人の方の前提がそもそも違うということに驚きました。ただ文字や

説明を分かりやすくするだけではないアプローチが必要だと感じました。地域の中で外国籍の

方とゆるやかなかかわりを持てたらと思います。

分かりやすくお話しいただきました。難しい言葉でなく分かりやすい言葉でよかった。

私でも理解できる分かりやすい内容でした。

長すぎず短すぎず、丁度よい長さでした。

あっという間に終わりました。

これまで認識していたこと以外にも多くのことを学ぶことができた
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子育て、心理的環境の整備、制度的環境の整備等が必要である。外国人、行政、大学、支援

者・支援団体、住民が共に理解し、それぞれの役割を果たし、条例の制定や自治会への参加、

交流の場の創出、環境の整備などに取り組んでいく必要がある。 

※共創とは、多様な立場の人々が対等なパートナーシップをもって、一緒に課題解決や価値

創出に取り組むこと 

＜ワークショップ＞ 

地域の未来を共創するために、外国人市民と一緒にやってみたいことは？ 

・料理を一緒に作ることで互いの文化を知り、交流が図れる 

・子供たちと一緒に交流をすることで、偏見がなくなるのではないか 

＜振り返り＞ 

先生自身の体験（留学、就職、結婚、子育てなど）を通して、このまちに何が必要なのかを

想像することができた。そのための連携を今後はもっと促進していかなければならないと感

じた。 

講演だけではなかなか多くの人の参加が望めないため、どのように市民（市職員なども含め

て）の理解と参加を進めていくかが大きな課題。 

２０２７年の技能実習制度から育成就労制度への転換を見据えると、多文化共生推進条例の

制定は必須であり、その機運をどのように醸成していくかも課題。 

 

＜写真・チラシ等＞ 

 
  

 
講演 ２グループで 張先生とワーク  

 

＜アンケート結果＞ 

 
＜今後の検討課題＞  

① 高齢化社会を迎える外国人市民の支援について 
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② ひとり親家庭の支援の在り方の変化について 

③ 物価高騰により、厳しい生活を余儀なくされている家庭の増加にどのように対応していくか 

④ 多言語での病院対応の状況及び市役所の対応、金融機関での実態等について 

⑤ 企業で働く外国人労働者の把握と生活環境の整備について 

⑥ 緊急対応（救急車を呼ぶ、警察、災害時など）の多言語情報をどのように得るか たとえば行政の

HP 多言語対応へのアクセスの方法など 

 

＜企業の技能実習生等に向けた連携＞ 

• イベントなどへの参加呼びかけ 

 

＜行政・他団体等との連携推進＞ 

• 福知山市（まちづくり推進課・デジタル政策推進課）等との連携 

• 地元社協との連携 

• 近畿農政局・京都府総合政策環境部循環型社会推進課との連携 

• 大阪出入国在留管理局との連携 

• 外国人雇用企業などとの連携 
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事業名：①ゲームで学ぶ誰もが安心して避難できる避難所運営の実践（真如苑） ２０２３年８月～２

０２４年７月（前年度から継続） ②連携と工夫と ICT 活用による避難所すステム構築事業（真如苑）

２０２４年８月～２０２５年７月（次年度へ継続）③つながる防災プロジェクト×修学院児童館（日本

NPO センター）２０２４年１０月～２０２５年９月（次年度へ継続） 

予算（助成額）： ①380,000 円 ②500,000 円 ③150,000 円 

１ 事業の趣旨 

＜事業の背景＞ 

福知山は水害の多い地域であり、毎年のように大規模な水害に見舞われる。その中で、これまで NPO や

自治会に対する BCP 策定の支援や研修・訓練の支援、外国人への防災研修等を実施してきた。また、南

海トラフ等を含む大災害を想定した廃校を活用した避難所の設営モデルを地域と共に構築すべく、実証

実験を行った。 

今回の事業では、それを他地域に広めるため、ゲームの要素を取り入れ、避難所運営を学んでもらう取

り組みを実施するほか、インターネット環境がない中でもデジタルを活用した避難者名簿（属性）を作

成するなどのシステムの構築を行う。 

また、つながる防災プロジェクトでは、日本 NPO センターからお声掛けいただき、修学院児童館におけ

る取り組みのアドバイスなどを実施した。 

２ 事業の概要等 

＜事業内容＞ 

講演会 「令和６年能登半島地震から学ぶこれからの避難所運営」 

日時：２０２４年５月３０日（木曜日）午後６時～９時 

講師：福知山公立大学 大門 大朗 准教授 

会場参加者：１４名+講師（公立大学大門先生）+パネラー３名（地域を代表して２名、飯澤防災士） 

一部 福知山公立大学大門准教授による講演～現場から見えたこれからの避難所運営～ 

二部 パネルディスカッション⇒大門准教授がファシリテート、飯澤防災士、地域づくり協議会北山会

長、株式会社かわい土佐代表がパネリスト 

 

講演では、能登半島地震における避難所運営の課題を、直後の状況と２か月後の変化を比較する中で見

いだし、どのように福知山等の避難所運営に繋げるかをお話しいただいた。 

 

能登半島地震における避難所の課題としては、①直後に比べ２か月後の状況の方が悪化していること（そ

の状況は今でも続いている）②地理的要因もあり、支援者・ボランティアに入る数が極端に少ないこと

（これについてもその状況は今でも続いている）③当初帰郷している若者が多く、避難所運営等もある

防災支援・避難所設営（運営） 



32 

 

程度うまくいっていた部分もあるが、その後避難所は高齢者だけが残り、自衛隊や支援者が引き上げる

中で住民のみでの運営が難しくなってきていること④避難所の多くは学校であり、子どもたちの勉強の

場を復活させるためには公民館等への避難所の統合が必要となり、飲食・トイレなどの環境の問題や自

宅から遠いなど様々な課題が新たに生まれていることなど 

 

パネルディスカッションでは、中六の現状及び課題として北山さんから福知山市との提携や計画と実行

のギャップ・不安などのお話をいただいた。土佐さんからは三和川合地域が災害の少ない地域であった

ことから関心が薄く、防災への関心をどのように高めていくべきかという問題提起があった。飯澤防災

士からは防災士の立場から全国の事例や統計を紹介しながら、解決方法の糸口になるような話をしてい

ただいた。 

 

＜写真等＞ 

 

  

YouTube による配信 大門先生による講演 

  

チラシ 多様な参加者 地域を代表するパネラー 

 

＜見えてきた成果と課題＞ 

大門准教授： 

 直後から時間を追うごとに状況が悪化しているという事実 

 地理的要因が支援者・ボランティアに入る数に影響を及ぼす 

 避難所の実態として、最後には高齢者だけが残り、自衛隊や支援者が引き上げる中で住民のみでの

運営が難しくなる 

 避難所の多くは学校であり、子どもたちの勉強の場を復活させる必要がある。そのために公民館等

への避難所の統合が必要となり、飲食・トイレなどの環境の問題や自宅から遠いなど様々な課題が

新たに生まれる 

 

北山氏： 
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 有線放送⇒ラインによる連絡網の構築 

 福知山市との提携 

 計画と実行性のギャップ・不安 

 

土佐氏： 

 阪神淡路大震災・東日本大震災時の救援物資配達の経験 

 川合小学校跡地の避難所としての活用課題 

 無関心への対応（災害の少ない地域の住民が関心を持つための方策） 

 

飯澤防災士： 

 避難訓練に関しては、タイムラインやマップの作成で満足せず、実際に地域を歩いてみる、要配慮

者に見立てた人の移動支援等を行ってみることが大切である。そこで初めて時間や物量等が見えて

くる。 

 公助は数の上でも距離的にも限定的であり、孤立を防ぐのは地域（集落）の力こそが必要である。 

 関心を持ってくれる人が少ない場合でも、まずは少人数でも始められることがたくさんある。 

 

 

災害にだけ強い地域はない 

災害に強い地域は日頃の関係性も良好である 

 

システム構築 

能登半島における避難所の課題や日頃の防災訓練等を踏まえ、オフライン下においてもデジタルで避難

者名簿及びそれぞれの状況等を入力できるシステム、備蓄品の管理システムなどを構築できるようにす

る。現在、多様な人から意見を聞き取っているところである。 

 

つながる防災プロジェクト×修学院児童館 

「要配慮者を包摂した防災・減災につながる取り組み」をテーマに、日本 NPO センターが損害保険ジャ

パン株式会社の協賛のもと実施しているプロジェクト 

１０月…日本 NPO センターの担当者、修学院児童館の館長と共に、今後の打ち合わせを実施 

その後、事例などを館長に伝え、女性防災士を紹介してズームで実施内容を検討 

１月１７日（阪神淡路大震災の日）に第一回目の事業を実施 

＜実施内容＞ 

修学院児童館防災訓練 

日時：１月１７日 午後３時３０分から午後５時 
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場所：修学院児童館 

参加者：修学院児童館館長他職員と子どもたち 防災士：前川  

（内容） 

 子どもたちでパスタとうまか棒、じゃがりこにお湯を入れてマッシュポテトを作り、防災食の試食

を行った。 

 また、昨年から児童館で防災に興味を持っている小学生が各メーカーの電気自動車を調べて発表し

てくれた。 

 東日本大震災の時の小学生や中学生の日記の朗読 

 最後にチーム名とこの防災マップ作成のメンバーになりたいかなどのアンケート実施 

 

（今後の予定） 

３月１１日 防災マップ作成の決起大会 

３月２８日 子どもたちと一緒に地域を廻り防災マップ作り 

７月下旬  防災センター見学 

 

＜写真等＞ 

  
 

 

活動の様子① 活動の様子② 活動の様子③ 日本 NPO センターHP

から 
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会員・寄付金（前年度） 

正会員（１口 1,000 円）１８名 １４，０００円 

寄附 〇〇円（うち 近畿労働金庫笑顔プラスによる寄附２１８，７５４円 その他〇〇円） 

 

会議の開催 

＜理事会の開催＞ 

第一回 

１ 日 時  令和６年２月４日 午後６時００分 

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階（zoom 参加有） 

３ 出席者数   総理事数１０人中 出席者 ８人 監事２人中 出席者１人 

４ 審議事項 

 議題 ２０２４年度中間事業報告及び予算執行状況について 

 

第二回 

１ 日 時  令和７年３月２８日 午後６時００分 

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階（zoom 参加有） 

３ 出席者数   総理事数１０人中 出席者 ８人 監事２人中 出席者１人 

４ 審議事項 

 第１号議案 事業計画 

 第２号議案 活動予算 

その他議題 総会の議決を要しない会務の執行等に関する事項について（資金調達、方向性等） 

第三回 

１ 日 時  令和７年５月２１日 午後５時００分  

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階 

３ 出席者数   総理事数１０人中 出席者 〇人 監事２人中 出席者〇人 

４ ①審議事項 

 第１号議案 ２０２３年度事業報告 決算案について 

 第２号議案 通常総会議案承認および召集の件 

  

通常総会の開催 

１ 日 時  令和７年５月２１日 午後５時３０分 

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階 

３ 出席者数   総会員数１８人中 出席者 〇名  書面議決〇名 

４ 審議事項 

NPO 法人 京都丹波・丹後ネットワーク組織概要 
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 第１号議案 ２０２４年度事業報告・収支報告 決算について 

 第２号議案 ２０２４年度事業計画及び予算の説明等について 

 

 

２０２４年度事務局体制 

当 NPO の副理事長及び理事１名が通年勤務。臨時の業務等がある場合、理事２名が応援。また、必要

あるときはアルバイトを雇用（又は他の理事・会員によるボランティア）。 


